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何
度
も
提
案
し
て
き
た
環
境
基
本

条
例
が
や
っ
と
可
決
、
こ
れ
で
中
津

市
は
環
境
基
本
計
画
策
定
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
市
の
環
境
行
政
一

歩
前
進
。

平
成
28
年
度
（
２
０
１
６
年
）

主
な
事
業

１ 

安
心
づ
く
り

豊
寿
園
建
設
事
業	

（
９
億
８
４
２
２
万
円
）

認
定
こ
ど
も
園
（
め
ぐ
み
幼
稚
園
）
整
備

事
業	

（
１
億
５
８
２
７
万
円
）

な
ど
25
事
業

２ 

元
気
づ
く
り

牡
蠣
養
殖
事
業	

（
１
０
８
０
万
円
）

メ
ー
プ
ル
耶
馬
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
整

備
事
業	

（
１
５
１
万
円
）

中
津
耶
馬
溪
観
光
協
会
補
助
事
業

	

（
１
億
２
４
６
万
円
）

観
光
宣
伝
活
動
事
業	

（
２
３
０
５
万
円
）

空
き
家
等
適
正
管
理
事
業	

（
７
９
２
万
円
）

ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業
（
５
８
０
万
円
）

な
ど
19
事
業

３ 

未
来
づ
く
り

和
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
建
設
事
業

宮
永
角
木
線
街
路
事
業

	

（
１
億
９
０
８
７
万
円
）

ク
ル
ー
ズ
船
歓
迎
費	

 （
３
１
３
万
円
）

な
ど
14
事
業

４ 

連
携
と
結
集

大
学
相
互
協
力
事
業	

（
60
万
円
）

な
ど
２
事
業

　
先
日
大
分
市
の
集
会
で
臼
杵
市

の
議
員
達
と
会
っ
た
が
ま
だ
議
会

だ
よ
り
も
発
行
さ
れ
て
な
い
し
、

市
民
は
全
く
関
心
が
な
い
の
で
質

問
者
も
5
人
ぐ
ら
い
だ
と
。

　
国
会
で
も
た
る
み
き
っ
た
国
会

議
員
の
態
度
、
無
知
な
言
論
が
問

題
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
マ
ス

コ
ミ
で
報
道
さ
れ
な
け
れ
ば
国
民
は

国
会
議
員
が
何
を
し
て
る
か
も
知
ら

ず
、
怒
る
事
も
な
く
、
た
だ
無
関
心

に
な
っ
て
行
く
だ
け
。
安
倍
首
相
が

当
初
無
視
し
て
い
た
東
京
の
待
機
児

童
問
題
も
、
保
育
園
に
落
ち
た
主
婦

の
ブ
ロ
グ
の
反
響
に
急
き
ょ
首
相
の

答
弁
が
変
わ
っ
た
。
高
石
総
務
相
の

「
電
波
停
止
」
放
送
規
制
発
言
な
ど
恐

る
べ
き
こ
と
が
日
本
で
始
ま
っ
て
い

る
。
も
っ
と
声
を
あ
げ
発
信
し
よ
う
。

　

新
年
度
予
算
議
会
だ
が
、
１
月
に

大
寒
波
で
水
道
管
破
裂
問
題
の
質
問

が
多
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
質

問
が
な
か
っ
た
市
民
病
院
が
増
築
費

用
を
計
上
し
て
た
の
で
私
も
議
案
質

疑
し
た
。
病
床
数
２
５
０
床
は
変
わ

ら
な
い
が
、
４
人
部
屋
に
感
染
症
の

患
者
は
入
れ
ら
れ
な
い
、
ま
た
女
性

3
人
の
部
屋
に
男
性
一
人
は
入
れ
な

い
等
の
事
態
も
あ
り
、
許
可
さ
れ
て

い
る
病
床
数
の
稼
働
率
を
現
在
の

95
％
か
ら
１
０
０
％
稼
働
に
す
る
た

め
の
増
築
と
保
育
所
の
建
替
え
新
設

費
用
と
の
答
弁
。
な
ん
と
い
っ
て
も

24
万
医
療
圏
の
拠
点
病
院
。
地
域
医

療
支
援
病
院
。
本
来
な
ら
も
っ
と
病

床
数
は
多
く
て
当
然
。

物
館
と
の
連
携
、
観
光
連
携
を
考
え

平
成
30
年
に
合
わ
せ
て
検
討
。
②
長

者
屋
敷
官
衙
遺
跡
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
施

設
を
再
検
討
。
遺
跡
事
業
の
必
要
な

も
の
は
遺
す
。
③
永
添
運
動
公
園 

施

設
利
用
者
の
健
康
増
進
と
用
地
購
入

2
億
円
、
経
済
効
果
、
市
民
の
健
康

増
進
。
④
山
国
社
会
福
祉
施
設 

利
用

者
の
見
込
み
。
い
ず
れ
の
公
共
施
設

も
将
来
半
分
に
な
る
補
助
な
ど
か
ら

財
政
状
況
を
考
え
、
市
民
が
参
加
で

き
、
活
用
で
き
る
施
設
に
」
と
い
う

こ
と
が
市
長
の
市
報
に
掲
載
し
た
趣

旨
で
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

　
昨
年
末
の
12
月
議
会
か
ら
全
議
員
が

質
問
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
と

て
も
良
い
事
で
あ
る
。
議
員
を
変
え
た

の
は
何
か
。
そ
れ
は
旧
下
毛
の
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
に
よ
る
議
会
中
継
の
放
映
。

テ
レ
ビ
の
ス
イ
ッ
チ
を
い
れ
る
と
身
近

な
議
員
が
出
て
る
。
以
前
は
特
定
の
議

員
し
か
出
て
な
か
っ
た
の
で
、
市
民
か

ら
「
で
ち
ょ
ら
ん
な
あ
、
な
し
か
」
の

声
。「
年
に
一
回
は
質
問
せ
ん
と
」
と

言
っ
て
た
議
員
も
反
響
の
大
き
さ
に

「
こ
ら
毎
回
で
ら
な
」
と
な
っ
た
よ
う

で
、
そ
の
波
及
効
果
が
全
議
員
を
動
か

し
た
よ
う
だ
。
結
局
動
か
し
た
の
は
、

市
民
。

　
３
月
１
日
市
報
で
公
表
さ
れ
た
大
型

事
業
の
見
直
し
再
検
討
の
市
長
の
基
本

的
な
考
え
方
は
、「
合
併
特
例
債
は
合

併
後
の
建
設
事
業
費
が
平
成
27
年
度
末

２
８
０
億
5
千
万
円
近
い
借
入
額
と

な
っ
て
い
る
。
平
成
26
年
と
平
成
32
年

を
比
較
す
る
と
7
億
円
の
特
例
債
の
減

額
差
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ

こ
で
建
設
に
ど
れ
だ
け
か
か
り
、
維
持

費
用
に
ど
れ
だ
け
か
か
る
か
検
討
中
。

①
新
歴
史
民
俗
資
料
館 

市
の
財
政
課

題
と
維
持
負
担
を
考
え
、
利
用
方
法
を

再
度
検
討
中
。
歴
史
博
物
館
と
し
て
学

習
施
設
、
市
民
参
加
、
大
学
や
県
立
博

１　

ゴ
ミ
減
量
対
策

須
賀　
２
０
１
３
年
度
大
分
県
内
ゴ
ミ

排
出
の
状
況
に
よ
る
と
、
中
津
市
は

前
年
比
０
・
７
％
減
一
人
当
り
１

０
６
０
ｇ
で
リ
サ
イ
ク
ル
率
も
21
・

３
％
と
上
昇
し
て
い
る
５
自
治
体

の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
が
、
２
０
２

０
年
度
に
は
県
は
一
人
当
た
り
９

０
１
ｇ
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
23
・
３
％

以
上
を
方
針
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
も
私
は
ゴ
ミ
の
中
で
も
重
量
で

半
分
近
い
生
ご
み
の
資
源
化
の
方

法
を
い
ろ
い
ろ
提
案
し
て
き
た
。
市

も
ピ
ー
ト
モ
ス
配
布
や
段
ボ
ー
ル

コ
ン
ポ
ス
ト
な
ど
で
き
る
こ
と
は

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
戴
い
た
が
、

市
の
ゴ
ミ
減
量
対
策
の
取
り
組
み

の
現
状
に
つ
い
て
き
く
。

生
活
環
境
部
長　
燃
や
す
ゴ
ミ
の
45
％

を
占
め
る
生
ご
み
減
量
た
い
肥
化

を
推
進
す
る
た
め
に
「
屋
外
型
コ
ン

ポ
ス
ト
化
容
器
」｢

電
気
式
生
ご
み

処
理
機｣

の
購
入
補
助
事
業
や｢

段

ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
資
材
の
ピ
ー

ト
モ
ス
配
布
を
３
袋
無
料
配
布｣

し

て
い
る
。
生
ご
み
水
切
り
ダ
イ
エ
ッ

ト
も
推
進
し
て
き
た
。
今
後
も
皆

様
の
協
力
を
求
め
て
い
き
た
い
。

須
賀　

市
産
材
を
使
っ
た
木
箱｢

キ

エ
ー
ロ｣

が
全
国
的
に
も
導
入
さ
れ

好
評
だ
が
市
も
団
地
な
ど
に
設
置

し
て
普
及
す
る
考
え
は
な
い
か
。

生
活
環
境
部
長　

現
在
実
証
実
験
に

取
り
組
み
始
め
て
い
る
の
で
、
今

後
は
四
季
を
通
じ
て
の
効
果
を
検

証
し
、
良
い
結
果
が
得
ら
れ
れ
ば

補
助
制
度
も
考
え
て
い
き
た
い
。

須
賀　

ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
建
替
時
期

が
平
成
33
年
か
ら
48
年
と
国
の
財

政
事
情
で
建
設
後
当
初
計
画
よ
り

15
年
延
長
と
な
っ
た
。
焼
却
炉
の

機
能
維
持
方
法
、
耐
用
年
数
、
地

元
と
の
合
意
は
得
て
い
る
の
か
。

生
活
環
境
部
長　

延
命
化
の
大
規
模

改
修
の
た
め
に
計
画
の
策
定
。
基

幹
的
設
備
改
良
事
業
に
よ
っ
て
Ｃ

Ｏ
２
を
今
よ
り
3
％
以
上
削
減
。
全

連
続
運
転
。
こ
れ
に
沿
っ
て
改
良

す
る
の
で
今
以
上
に
機
能
は
よ
く

な
り
、
整
備
後
15
年
稼
働
で
き
る
。

安
全
安
定
的
運
転
を
す
る
。

須
賀　

八
代
市
で
は
焼
却
施
設
建
て

替
え
ま
で
に
、
焼
却
炉
の
機
能
が
低

下
し
燃
え
の
こ
し
が
大
量
に
出
て

民
間
業
者
に
一
億
円
か
け
て
処
分

し
た
。
そ
の
為
に
市
民
に
「
ご
み
非

常
事
態
宣
言
」
を
出
し
、
生
ご
み
の

削
減
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。参
考
に
。

●
要
望　

新
し
い
施
設
の
検
討
に
つ
い

て
は
直
ぐ
と
り
か
か
っ
て
頂
く
よ
う

に
。
直
前
で
価
格
等
で
コ
ン
サ
ル
任

せ
で
き
め
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
。

市
民
に
と
っ
て
は
最
重
要
施
設
の
一

つ
の
自
覚
を
持
っ
て
担
当
課
は
と
り

く
ま
れ
る
よ
う
に
。

●
地
元
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
は
要
望
を
十

分
き
き
、
こ
の
施
設
を
長
期
受
け
入

れ
頂
く
こ
と
を
強
く
要
望
し
て
お
く
。

２　

南
部
童
心
児
童
館
運
営
と
今

後
の
建
て
替
え
方
針
に
つ
い
て

　

西
日
本
で
初
め
て
の
児
童
図
書
館

で
あ
り
、
中
津
で
初
め
て
の
児
童
館
、

そ
の
理
念
と
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
児

童
館
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
頂
き
た
い

の
で
質
問
す
る
。

須
賀　

昨
年
の
10
月
か
ら
市
直
営
と

な
っ
た
が
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
利
用
人
数
は
41
人
か
ら
現
在
36

人
、
指
導
員
も
1
名
辞
め
た
が
減

少
理
由
は
何
か
。
人
件
費
は
公
益

財
団
法
人
の
２
倍
強
だ
が
。

福
祉
部
長　

家
族
や
本
人
の
都
合
に

よ
る
も
の
。

須
賀　

児
童
館
と
い
う
の
は
0
歳
か

ら
18
歳
ま
で
の
子
供
が
安
心
し
て

過
ご
せ
る
福
祉
施
設
。
子
供
に
と
っ

て
の
大
切
な
居
場
所
。
健
康
、交
流
、

情
操
育
成
の
場
。
子
供
や
保
護
者

と
の
意
見
交
換
会
は
い
つ
も
つ
か
。

福
祉
部
長　

３
月
28
日
に
説
明
し
意

見
交
換
会
を
開
く
。

須
賀　

施
設
へ
の
要
望 

①
愛
情
と
い

ろ
ん
な
子
ど
も
達
へ
の
対
応
力
あ

る
人
。
障
害
を
も
っ
た
児
童
に
は
専

門
の
知
識
の
人
が
必
要
と
思
う
が
、

ま
ず
は
子
ど
も
好
き
の
支
援
員
配

置
が
必
要
で
は
。
②
子
ど
も
に
は
い

ろ
ん
な
体
験
が
必
要
。
自
然
遊
び
体

験
の
場
。
木
、草
花
、土
を
。
③
キ
ッ

チ
ン
。
食
育
に
も
な
る
し
こ
ど
も
食

堂
が
で
き
れ
ば
さ
ら
に
良
い
。
④
２

階
は
広
い
屋
内
運
動
場
に
。

３　

中
心
市
街
地
商
店
街
の
活
性

化
方
針

　

私
は
昭
和
30
年
中
津
で
初
め
て
の

ア
ー
ケ
ー
ド
街
中
津
銀
座
が
新
博
多

町
に
出
来
た
時
以
来
、
町
内
の
栄
枯

盛
衰
を
小
さ
な
店
の
一
角
か
ら
定
点

観
測
し
て
き
た
。
商
店
街
の
大
き
な

転
機
は
２
度
あ
っ
た
。
一
番
大
き
か
っ

た
の
は
市
役
所
が
現
在
の
図
書
館
の

場
所
か
ら
現
在
地
に
移
転
し
た
こ
と
、

も
う
ひ
と
つ
は
寿
屋
を
始
め
と
し
た

大
型
店
の
相
次
ぐ
出
店
。
夜
市
や
春

の
市
な
ど
懐
か
し
い
賑
わ
い
が
あ
っ

た
の
は
商
店
街
だ
け
の
時
代
。
大
型

店
も
大
型
店
同
士
の
競
争
の
中
、
国

の
ま
ち
づ
く
り
三
法
な
ど
で
ま
す
ま

す
郊
外
へ
と
大
型
店
の
立
地
が
広
が

り
、
完
全
に
中
心
が
無
く
な
り
つ
つ

あ
る
の
が
現
状
。
中
心
市
街
地
活
性

化
計
画
を
平
成
11
年
に
中
津
市
も
策

定
し
実
行
し
た
が
、
ハ
ー
ド
面
の
整

備
は
進
ん
だ
が
ソ
フ
ト
面
の
活
性
化

は
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
。
中
心

エ
リ
ア
を
広
げ
過
ぎ
た
こ
と
も
一
因

で
は
と
思
う
。
湯
布
院
で
も
日
田
で

も
中
心
の
賑
や
か
な
所
は
限
定
さ
れ

て
い
る
。
成
功
し
て
い
る
と
こ
ろ
は

集
中
さ
せ
て
い
る
。
中
津
も
昔
か
ら

商
店
街
だ
っ
た
場
所
に
こ
そ
集
中
す

べ
き
。
駅
を
降
り
て
日
ノ
出
町
商
店

街
、
新
博
多
町
商
店
街
、
魚
の
辻
通
っ

て
京
町
、
中
津
城
と
い
う
の
が
中
津

歩
き
の
基
本
コ
ー
ス
で
こ
れ
は
変

わ
っ
て
い
な
い
の
で
は
。
当
初
予
算

で
が
ん
ば
る
商
店
街
事
業
が
予
算
化

さ
れ
て
い
た
。
あ
と
は
そ
の
活
用
だ

と
思
い
質
問
す
る
。

須
賀　

商
店
街
エ
リ
ア
の
長
所
と
短

所
、
空
き
店
対
策
に
東
京
事
務
所
の

活
用
は
。
外
国
人
夫
妻
が
日
本
茶
の

カ
フ
ェ
を
昨
年
か
ら
開
店
し
た
り
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
の
ス
タ
ジ
オ

と
新
居
が
新
博
多
町
に
で
き
た
り

と
、
文
化
的
個
性
的
な
方
々
が
、
普

通
な
ら
誘
致
し
て
も
よ
い
ぐ
ら
い

の
方
が
進
出
す
る
の
は
大
変
な
町

の
強
み
で
、
可
能
性
が
ま
だ
ま
だ
あ

る
と
私
は
感
じ
て
る
が
市
の
考
え

は
。
空
き
店
対
策
と
し
て
は
旧
下
毛

の
特
産
品
や
中
津
の
旬
の
店
や
地

元
高
校
生
や
短
大
生
の
若
者
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
。
ま
た
東
京

事
務
所
で
中
津
出
店
有
名
店
の
誘

致
な
ど
個
性
あ
る
店
を
誘
致
し
て

は
。
企
業
誘
致
条
例
で
こ
れ
ま
で
の

工
場
だ
け
で
な
く
Ｉ
Ｔ
関
係
や
業

種
の
広
が
り
も
あ
る
の
で
期
待
す

る
。
日
南
市
で
は
96
名
社
員
の
Ｉ

Ｔ
会
社
を
空
き
店
に
誘
致
し
て
た
。

３
月
市
議
会

須
賀
る
み
子
の
一
般
質
問

平成28年

（
前
年
比
０
・
８
％
減
）

奥
塚
新
市
長
編
成
予
算
４
１
６
億
円
可
決

市
長
選
後
議
員
を
変
え
た
の
は
市
民
の
声

中
津
市
議
会 

環
境
基
本
条
例
制
定
で
一
歩
前
進

中
津
市
議
会 

基
本
条
例
制
定

２
ペ
ー
ジ
下
段
に
続
き
ま
す

中津市議会議員、無所属市民派
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１
月
よ
り
時
々
胃
痛
が
あ
る
の
が
気
に
な
っ
て
市
民

病
院
で
検
査
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

な
ん
と
胃
カ
メ
ラ
で
の
画
像
に
は
大
き
な
潰
瘍
が
三

つ
。「
ず
い
ぶ
ん
我
慢
し
た
ん
で
す
ね
。
組
織
検
査
を
し

ま
す
。
入
院
で
き
ま
す
か
」
と
い
わ
れ
た
も
の
の
「
議

会
が
あ
る
の
で
一
ヶ
月
後
で
な
い
と
無
理
で
す
」
と
。

「
じ
ゃ
あ
そ
の
間
は
薬
だ
け
の
治
療
で
経
過
を
み
ま
し
ょ

う
」
と
な
り
ま
し
た
。
先
日
ど
き
ど
き
の
気
持
ち
で
病

院
の
再
検
査
に
行
っ
た
と
こ
ろ
癌
で
は
な
い
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
痛
み
や
異
変
が
あ
っ
た
ら
是
非
「
我
慢
」

な
ど
せ
ず
、
き
ち
ん
と
し
た
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

か
り
に
癌
で
あ
っ
て
も
「
早
期
発
見
早
期
治
療
」
で
す

か
ら
。

 1 （金） 初詣
 2 （土） OPAM美術館
 9 （土） 第110回百円玉市民塾
10 （日） 二日会総会新年会
12 （火） 南部小読み聞かせ
14 （木）★全員協議会
  豪雨災害後の山国川流域ダム等視察

16 （土）★福岡市庁舎前広場中津物産展応援
19 （火） 南部小建て替え延期説明会
  中津歴史と文化を考える会（稲田副市長）

22 （金） 金谷鶴亀サロン
23 （土） 県政市政報告会(南部)
24 （日） 祝米寿藤間重志朗初春舞踊会（大雪）
26 （火） サロン南部
27 （水） 鶴居小校長訪問
28 （木）★日南市商店街視察
29 （金）★木城町視察
30 （土） 中津ガイドボランティアで参加
  福澤記念館企画展「福澤諭吉と大隈重信」

31 （日） 新春琴開き
　

　

 2 （火）★前橋市議道の駅視察歓迎挨拶
 3 （水） 二日会
 4 （木） ＪＡ新年会　
 6 （土） 第111回百円玉市民塾
 8 （月） 金谷鶴亀サロン
10 （水）★県建設協会中津支部と建設農林水産委員
  会との意見交換会

12 （金） 会派会合、北部体操教室
14 （日） 田中雅子さんのネパール報告会
15 （月）★全員協議会
16 （火） 歴史と文化を考える会
  県政市政対策会議

17 （水）★一般質問通告
19 （金）★議運
20 （土） 田中長光個展
22 （月）★一般質問打ち合わせ
23 （火） サロン南部、商店街未来会議
24 （水）★全員協議会
25 （木） 中津耶馬溪ガイド連絡協議会設立総会
27 （土） ひな祭り諸町カフェ、崇禅寺法要
29 （月）  中津ガイドボランティアの会研修会

 1 （火） 南部小読み書かせ
 2 （水）★議案質疑（須賀）
 3 （木）★議案質疑
 4 （金） 城北中卒業式
 5 （土） 第112回百円玉市民塾
 7 （月）★常任委員会（建設農林）
 8 （火） 常任委員会（文教）傍聴
11 （金）★委員長報告、採決
12 （土） 第4回朝吹英二翁顕彰会式典
13 （日） 3.11大分いのちの輪脱原発集会
15 （火）★一般質問（須賀）
16 （水）★一般質問
17 （木）★一般質問
18 （金） 県立安心院高校にて授業
21 （月） 金谷鶴亀サロン
22 （火） サロン南部
23 （水） 市民病院で検査
24 （木）★自由討議
25 （金）★意見書採択等議会最終日
26 （土） ＪＡなかつ道の駅集出荷車出発式
27 （日） みんなで遊ぼう会（中津プレーパーク）
  障がいのある人もない人も心豊かに暮ら 
  せる大分県条例（歩みの会公開講座）

29 （火） 八面山スケッチ大会準備会議
30 （水） 中津観光ボランティアガイド実施研修

須賀るみ子の活動報告(★は議員活動)

１月

２月

３月

観
光
商
業
部
長　

日
ノ
出
町
、
新
博

多
町
は
市
の
中
心
部
に
あ
り
、
駅

へ
の
ア
ク
セ
ス
も
良
い
事
、
買
い

物
の
場
、
交
流
の
場
と
し
て
も
重

要
で
あ
り
、
商
品
売
買
の
場
を
超

え
た
社
会
的
文
化
的
に
も
地
域
の

雰
囲
気
を
醸
成
す
る
空
間
で
あ
る
。

空
き
店
対
策
は
商
店
街
の
最
大
課

題
の
一
つ
。
地
元
商
店
街
自
ら
が

行
う
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
に

対
し
て
は
協
議
検
討
す
る
。

須
賀　

未
来
会
議
の
役
割
と
今
後
の

方
針
は
。

観
光
商
業
部
長　
「
が
ん
ば
る
商
店
街

支
援
事
業
補
助
金
」
は
未
来
会
議

か
ら
の
提
案
を
含
め
た
イ
ベ
ン
ト

等
を
行
う
場
合
に
は
対
象
と
な

る
。
未
来
会
議
に
は
が
ん
ば
る
商

店
街
事
業
の
目
的
以
上
の
取
り
組

み
を
期
待
す
る
。

４　

青
パ
ト
、
防
犯
パ
ト
に
つ
い
て

　

こ
の
質
問
に
つ
い
て
は
通
告
し
た

が
議
場
で
は
時
間
不
足
で
出
来
な

か
っ
た
の
で
、
課
長
よ
り
答
弁
書
を

議
会
後
に
い
た
だ
い
た
の
で
報
告
す
る
。

　

当
初
予
算
で
こ
の
事
業
は
見
直
し
、

安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
車
と
な
っ
た
。

須
賀　

こ
れ
ま
で
の
費
用
対
効
果
、

検
証
、
見
直
し
の
内
容
。

生
活
環
境
課
長　

平
成
15
年
か
ら
青

色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
を
導
入
し

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
き

た
。
効
果
は
平
成
16
年
の
刑
法
犯
認

知
件
数
が
中
津
市
で
１
５
８
１
件

だ
っ
た
が
、
昨
年
は
５
０
７
件
に

減
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
警
察
や
自
主
防

犯
活
動
に
よ
る
防
犯
意
識
の
高
揚

も
あ
る
。
検
証
結
果
は
当
初
の
意
義

は
安
心
感
の
醸
成
と
言
う
目
的
は

達
成
さ
れ
た
。
市
民
ニ
ー
ズ
は
巡
回

中
心
の
パ
ト
ロ
ー
ル
だ
け
で
は
満

足
し
な
い
、
今
の
日
中
職
員
中
心
の

体
制
で
は
ニ
ー
ズ
に
応
え
に
く
い
。

見
直
し
の
結
果
、
体
制
の
変
更
。
こ

れ
ま
で
本
庁
３
台
、
支
所
４
台
計
７

台
だ
が
今
後
は
４
台
と
な
る
。
台
数

は
減
っ
た
が
質
の
向
上
の
た
め
に

パ
ト
ロ
ー
ル
員
は
経
験
豊
富
な
指

導
員
な
ど
を
予
定
。
担
当
業
務
の
拡

大
。
不
法
投
棄
等
の
環
境
監
視
、
高

齢
者
宅
へ
の
防
犯
指
導
、
犬
猫
の
死

骸
処
理
、
土
砂
条
例
の
調
査
等
。

員
の
方
も
い
ま
す
。

　

時
代
は
や
っ
と
役
所
任
せ
の
団
体

自
治
か
ら
、
市
民
自
治
の
時
代
が
始

ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
条
例
（
案
）

を
市
長
に
手
渡
し
た
後
は
、「
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
」
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
の
で
ご
参
加
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
夢
」

田
渕　
英
久

　

私
は
15
年
ほ
ど
前
に
、
百
円
玉
市

民
塾
で
「
地
方
分
権
と
市
民
自
治
」

と
題
し
て
お
話
を
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
今
回
は
、「
中
津
市
ま
ち
づ
く

り
条
例
」
を
市
民
塾
参
加
者
の
皆
さ

ん
と
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

つ
ま
り
、15
年
前
の
「
私
の
夢
の
続
き
」

が
実
現
で
き
た
わ
け
で
す
。
そ
の
意

味
で
、
百
円
玉
市
民
塾
主
催
者
の
須

　

昨
年
の
８
月
か
ら

こ
の
主
題
で
塾
を
再

開
し
、
３
月
ま
で
８

回
い
ろ
ん
な
方
々
と

学
習
し
て
素
案
も
で

き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

講
師
は
田
渕
英
久

さ
ん
で
退
職
ま
で
は

福
岡
県
で
小
学
校
の

教
師
を
し
て
い
ま
し

た
。
学
生
時
代
の
専
攻
は
政
治
学
で

市
民
自
治
に
著
名
な
松
下
圭
一
先
生

に
学
ん
だ
そ
う
で
す
。
ご
本
人
も
地

域
の
自
治
委
員
を
し
な
が
ら
行
政
に

も
初
め
て
関
わ
り
、
も
っ
と
多
く
の

市
民
が
、
自
分
の
ま
ち
の
政
治
に
関

心
を
も
っ
て
「
自
分
の
ま
ち
は
自
分

達
で
変
え
ら
れ
る
」
そ
ん
な
条
例
が

で
き
れ
ば
と
模
索
が
始
ま
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
中
に
は
近
隣
の
自
治
体
職

賀
る
み
子
さ
ん
に
は
、

心
か
ら
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　

市
民
自
治
は
可
能

か
？
と
問
わ
れ
れ
ば
、
今
現
在
で
は
、

Ｎ
Ｏ
と
答
え
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、「
中
津
市
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

を
も
と
に
し
て
、
自
分
た
ち
の
地
域

中
津
市
は
、
市
民
の
市
民
に
よ
る
市

民
の
た
め
の
市
政
、
つ
ま
り
、
市
民
・

市
長
・
議
員
・
行
政
職
員
が
一
体
と

な
っ
て
市
政
運
営
を
行
う
と
決
意
で

き
れ
ば
、
市
民
自
治
も
射
程
距
離
に

入
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　

国
政
も
揺
ら
ぎ
国
策
も
失
敗
続
き

の
今
、
中
津
と
い
う
地
域
か
ら
「
ま
ち

づ
く
り
」
の
成
功
例
を
発
信
で
き
れ

ば
、
そ
れ
も
夢
の
続
き
の
実
現
で
す
。

 

本
条
例
の
前
文

　
私
た
ち
の
ま
ち
中
津
市
は
、
先
哲
を

輩
出
し
歴
史
の
香
り
が
す
る
自
然
に
恵

ま
れ
た
豊
か
な
地
で
あ
る
。
私
た
ち
中

津
市
民
は
、
こ
の
向
学
の
気
風
や
歴
史

百
円
玉
市
民
塾

み
ん
な
で
作
ろ
う
「
中
津
市
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

8

　
　

百
円
玉
市
民
塾

み
ん
な
で
考
え
よ
う

　
　
　
　
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」

期　

日　

５
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
よ
り

場　

所　

南
部
公
民
館

連
絡
先　

須
賀
（
22
ー
０
９
６
３
）

ア
ー
ス
デ
イ
中
津
２
０
１
６

期　

日　

５
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
よ
り
午
後
4
時

場　

所　

大
貞
公
園
総
合
運
動
公
園

連
絡
先　

大
地
（
22
ー
０
９
６
３
）

「
ザ・ト
ゥ
ル
ー・コ
ス
ト
」 上
映
会

安
さ
の
代
価
を
払
っ
て
る
の
は
誰
？

期　

日　

6
月
11
日（
土
）・
12
日（
日
）

　
　
　
　

時
間
は
「
大
地
」
に
お
問

　
　
　
　

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

場　

所　

中
津
市
教
育
福
祉
セ
ン
タ
ー

連
絡
先　

大
地
（
22
ー
０
９
６
３
）

お
知
ら
せ

遺
産
、
美
し
い
自
然
環
境
を
子
々
孫
々

に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努
力

し「
住
む
こ
と
が
誇
り
に
思
え
る
ま
ち
」

を
目
標
に
し
た
い
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
水
準
は
主
権
者
の

中
津
市
民
一
人
ひ
と
り
、
市
民
に
選

ば
れ
た
市
長
お
よ
び
議
員
、
行
政
機

構
の
職
員
そ
れ
ぞ
れ
の
知
恵
を
反
映

し
た
結
果
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
こ

の
ま
ち
づ
く
り
の
水
準
を
高
め
る
た

め
に
、
中
津
市
が
保
有
し
た
情
報
を

市
民
、
市
長
、
議
員
、
行
政
機
構
職

員
と
共
有
し
、
市
民
参
加
に
よ
る
市

政
運
営
を
基
本
に
ま
ち
づ
く
り
を
担

う
多
様
な
主
体
と
連
携
し
て
、
個
性

豊
か
な
中
津
市
の
実
現
を
め
ざ
し
た

い
。

　
私
た
ち
は
、
中
津
市
民
一
人
ひ
と
り

の
負
託
に
よ
っ
て
中
津
市
が
成
立
し
て

い
る
こ
と
を
自
覚
し
、
市
政
の
基
本
的

原
則
、
制
度
、
運
用
の
指
針
、
市
民
と

市
の
役
割
を
定
め
る
中
津
市
の
最
高
規

範
と
し
て
、
こ
こ
に
「
中
津
市
ま
ち
づ

く
り
条
例
」
を
制
定
す
る
。

４
ペ
ー
ジ
下
段
か
ら
の
続
き

障がいのある人もない人も
心豊かに暮らせる大分県条例が制定
　歩みの会主催で徳田弁護士を講師に公開講座が宇佐
で開催されました。
　「この条例の意義は障がいのある人の生の声が条例
になったのは全国初。画期的条例になっている。ただ
県条例はおおまかな条例なので、今後は大分県内全て
の自治体で市条例を作れるように。条例は議員が作る
のでなく、まず『条例を作る会』を発足し、障がい者
の生の声を聞きとってつくるべき」と話されました。


